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活動の
拠点

情報収集と
提供

学習の
支援

市民活動の
相談

交流の場な サな サ
越谷市市民活動支援センターでは7つのサポート（ななサポ）を行っています。
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上はリーダーの蔵山幹男さん
左はベテランの安西孝子さん

　
「
水
と
緑
と
太
陽
の
ま
ち
越
谷
」は
、歴
史
や
伝
統
文
化
に
も
恵
ま
れ
、

首
都
圏
の
新
し
い
観
光
地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン

ド
認
定
品
」
や
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」、
そ
し
て
都
内
に
近
い
地
理
的
優

位
を
活
か
し
た
「
い
ち
ご
観
光
農
園
」
の
整
備
な
ど
、
農
業
と
連
携
し

た
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
に
な
っ
た
越
谷
市
観

光
協
会
（
井
橋
吉
一
会
長
）
で
は
、
４
月
か
ら
事
務
局
を
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
の
「
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
に
移
し
、
施
設
面
や
ス
タ
ッ
フ

も
強
化
し
ま
し
た
。
高
橋
努
市
長
も
今
年
度
当
初
の
施
政
方
針
で
「
越

谷
駅
東
口
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー

や
高
架
下
の
市
物
産
展
示
場
と
の
さ
ら
な
る
連
携
」
の
必
要
性
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
４
月
、
再
出
発
し
ま

し
た
。
新
た
な
活
動
拠
点
で
勉
強
会
を
始
め
、
市
外
の
観
光
客
に
も
目

を
向
け
た
コ
ー
ス
、
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
5
月
15
日
に

行
わ
れ
た
今
年
度
初
の
企
画
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
の
ガ
イ
ド
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や
～
歴
史

の
ロ
マ
ン
を
訪
ね
て
～
」
で
、
東
武
線
・
せ
ん
げ
ん
台
駅
が
出
発
点
で
す
。

あ
い
に
く
小
雨
で
し
た
が
、
参
加
者
の
出
足
は
順
調
。
予
定
よ
り
15
分
早

く
午
前
８
時
15
分
に
第
１
班
が
ス
タ
ー
ト
。
先
頭
に
立
つ
ガ
イ
ド
は
、
発

足
当
時
の
６
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
安
西
孝
子
さ
ん
（
77
）

で
す
。
せ
ん
げ
ん
台
の
地
名
の
由
来
か
ら
説
明
、
前
後
に
女
性
２
人
が
小

旗
を
手
に
誘
導
し
ま
す
。

　

参
加
予
定
は
60
人
で
し
た
が
、
７
人
が
キ
ャ
ン
セ
ル
で
15
人
の
３
班
が

相
次
い
で
出
発
、
最
後
の
４
班
は
８
人
で
、
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
の
蔵
山
幹

男
さ
ん
（
78
）
が
、
欠
席
者
を
確
認
後
、
出
発
で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
手
際

良
い
決
断
、
行
動
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
日
参
加
し
た
13
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
手
際
の
良
い
ガ
イ
ド
ぶ
り
で
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
説
明
が
違

う
と
混
乱
す
る
の
で
、
内
容
の
統
一
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
蔵
山
さ
ん
。

　

市
観
光
協
会
が
委
嘱
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
制
度
は
２
０
０
８
年

７
月
の
発
足
。
新
年
度
か
ら
「
越
谷

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
と
し
て

再
編
成
。観
光
協
会
が
移
転
し
た「
水

辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
の
会
議
室
や

研
修
室
な
ど
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
た
ち

は
定
期
的
な
勉
強
会
な
ど
を
開
い
て

い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
同
協
会
事
務
局
長
に
就

任
し
た
中
島
高
明
氏
は
「
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん
に
、
こ
の
施
設
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
越
谷
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
、
事

務
局
も
一
体
と
な
っ
て
観
光
ガ
イ
ド

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
針
で
す
。

  

写
楽
と
の
不
思
議
な
縁
の
法
光
寺

　

春
日
部
市
境
を
歩
き
、
約
30
分
で
法
光

寺
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
３
年
、
都
内
か
ら
こ
こ
三
野
宮

に
移
転
し
て
間
も
な
い
１
９
９
７
年
、
江

戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
東
洲
斎
写
楽
の
過

去
帳
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記

念
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
、今
は
“
写
楽
の
寺
”

と
呼
ば
れ
る
人
気
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
浄

土
真
宗
の
西
本
願
寺
築
地
別
院
に
あ
り
ま

し
た
が
、
火
災
で
当
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
越
谷
と
写
楽
の
不
思
議
な
因

縁
に
驚
き
、
熱
心
に
説
明
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
市
内
の
本
多
康
邦
さ
ん

（
69
）
は
、
３
月
に
会
社
を
退
職
、
初
め

て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
で
す
。
以
前
か

ら
庚
申
塔
に
興
味
が
あ
っ
た
そ
う
で
、「
市

北
部
は
歩
い
た
こ
と
が
な
く
、
大
変
興
味

深
く
、
来
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
、
笑
顔

で
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
三
野
宮
香
取
神
社
に
到
着
。
江

戸
時
代
の
力
持
ち
・
三
ノ
宮
卯
之
助
の
力

石
を
安
西
さ
ん
が
得
々
と
し
た
表
情
で
説

明
し
ま
す
。「
卯
之
助
は
６
１
０
㌔
も
の
力

石
を
持
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
よ
！
」。
参

加
者
か
ら
「
ホ
ー
」
と
た
め
息
が
も
れ
る
。

こ
こ
か
ら
元
荒
川
の
橋
を
越
え
る
と
、
約

10
分
で
野
島
地
蔵
尊
・
浄
山
寺
に
到
着
だ
。

  

荘
厳
な
禅
寺
の
魅
力
浄
山
寺

　

本
堂
の
入
口
に
直
径
１
・
８
㍍
、
厚
さ

60
㌢
、
重
さ
７
５
０
㌔
の
銅
製
の
大
鰐
口

を
見
上
げ
る
。
下
の
方
が
ぱ
っ
く
り
と
口

を
開
け
、
そ
れ
こ
そ
ワ
ニ
が
口
を
開
け
た

よ
う
に
見
え
る
。「
か
つ
て
は
日
本
一
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
い
ろ
ん

な
説
が
あ
り
、
１
位
の
座
は
怪
し
く
な
り

ま
し
た
」
と
安
西
さ
ん
。
住
職
の
ご
厚
意

で
本
堂
の
通
路
に
収
め
て
あ
る
徳
川
家
歴

代
将
軍
の
朱
印
状
の
数
々
を
拝
観
で
き

た
。
禅
寺
ら
し
く
本
堂
内
に
座
禅
場
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
寺
の
人
気
の
秘
密

が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

  

友
情
を
あ
た
た
め 

  

新
た
な
発
見
に
喜
び

　

市
内
か
ら
参
加
し
た
飯
高
ヨ
シ
子
さ
ん

と
、
小
澤
依
子
さ
ん
は
半
世
紀
を
超
え
る

友
人
だ
そ
う
で
す
。こ
の
企
画
ガ
イ
ド
に
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
る
“
常

連
”。「
一
緒
に
歩
い
て
し
ゃ
べ
っ
て
、
食

べ
て
。
楽
し
く
友
情
を
温
め
て
い
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
。
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
や
果

物
を
分
け
合
っ
て
、
仲
良
く
ほ
お
ば
る
姿

が
微
笑
ま
し
い
。
各
班
と
も
時
折
、
ガ
イ

ド
さ
ん
が
交
替
。
全
体
の
役
割
分
担
が
ま

こ
と
に
ス
ム
ー
ズ
だ
。

　

帰
途
の
バ
ス
の
中
、
一
期
一
会
の
参
加

者
た
ち
が
、
も
う
以
前
か
ら
の
知
り
合
い

の
よ
う
に
話
し
合
う
。

　

蔵
山
リ
ー
ダ
ー
も
「
こ
れ
か
ら
は
、
市

内
、
市
外
の
人
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
が

親
し
く
な
れ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
た
く
さ

ん
企
画
し
た
い
」
と
、
力
強
く
抱
負
を
語

り
ま
す
。
安
西
さ
ん
も
「
越
谷
は
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
。
ガ
イ
ド
み
ん

な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
、
越
谷
の
魅
力

を
も
っ
と
も
っ
と
掘
り
起
こ
し
て
い
け
れ

ば
。
そ
れ
が
私
の
目
標
な
ん
で
す
」
と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

◆
問
い
合
せ

　

越
谷
市
観
光
協
会
＝
☎
９
７
１
・
９
０
０
２

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
強
化

主 な 内 容

■コラム　「越谷の自然環境の今」.....3 面
■観光物産　榎本巨峰園....................4 面
■登録団体代表のひと言....................4 面

自然環境を守る！
●越谷アリタキ緑の会
●ＮＰＯ法人クリーンアップこしがや

　2,3 面

新拠点の勉強会も弾みます

ベテランガイドから、はい！バトンタッチ
全員、分かり易い説明を心がけます

水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
で
の

第
一
回
全
体
集
会

次
回
発
行
は
１１
月

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団

体
数
が
３
ケ
タ
を
超
え
ま
し
た
。
昨
年

６
月
末
現
在
は
70
団
体
だ
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
６
月
15
日
現
在
で
１
０
６
団

体
と
、
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
８
月
１
日
の
登
録
要

領
の
改
正
で
、
登
録
要
件
の
「
構
成
員

が
２
人
以
上
で
、
か
つ
構
成
員
の
半
数

以
上
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と
」
が
「
構
成
員
が
２
人
以
上
で
、
か

つ
市
内
に
お
い
て
住
み
、
働
き
、
学
び
、

ま
た
活
動
し
て
い
る
こ
と
」
と
緩
和
さ

れ
た
の
が
要
因
で
す
。

　

市
内
で
市
民
活
動
を
し
て
い
れ
ば
、

市
内
に
住
所
が
な
く
て
も
登
録
可
能
と

な
り
、
今
後
さ
ら
な
る
協
働
の
輪
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
昨
年
７
月
以
降
の
登
録
団
体
は
、
２
、

３
面
に
掲
載
】

3
ケ
タ
を
超
え
る

登

団

録

体

〜越谷ボランティアガイド再スタート〜

新しい越谷観光を支える

市民 の力
新しい越谷観光を支える

市民 の力市民 の力市民 の力市民 の力



※数字は活動分野です。
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中央図書室より所蔵本のご案内
　地球温暖化が叫ばれて久しい。国土の２／３以上を占める森林
の保全や個人の取り組みが大切です。暑い夏「緑」に思いを寄せ「涼」
を感じてみてはいかがでしょうか。

「
神か
む

去さ
り

な
あ
な
あ
日
常
」

�

三
浦
し
を
ん
著

徳
間
文
庫
刊

　

何
の
心
構
え
も
な
く
高
校
卒

業
と
同
時
に
山
村
に
放
り
込
ま

れ
た
主
人
公
が
、
命
が
け
で
山

仕
事
に
取
り
組
む
男
達
と
彼
ら

を
支
え
る
村
人
た
ち
の
中
で
成

長
し
て
い
く
。
山
の
魅
力
、
森

の
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

映
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
」

の
原
作
本
。

越
谷
の
自
然
環
境
の
今

　

越
谷
市
の
人
口
は
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
の

５
万
人
か
ら
現
在
は
約
33
万
余
人
。
１
８
９
９
年

（
明
治
32
）
に
東
武
鉄
道
が
開
通
し
て
武
州
大
沢

駅
（
昭
和
31
年
に
北
越
谷
駅
に
改
称
）
と
蒲
生
駅

が
誕
生
、１
９
２
０
年
（
大
正
９
）
に
「
越
ヶ
谷
駅
」

が
で
き
て
以
降
、年
を
追
う
ご
と
に
、東
京
の
ベ
ッ

ド
・
タ
ウ
ン
と
し
て
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

１
６
０
４
年
（
慶
長
９
）
に
徳
川
家
康
が
「
越
ヶ

谷
御
殿
」
を
建
立
（
54
年
後
の
明
暦
３
年
の
江
戸

城
焼
失
で
江
戸
城
へ
移
転
）
す
る
な
ど
の
史
実
を

み
る
と
、
広
大
な
原
野
に
恵
ま
れ
民
家
が
散
在
し

て
い
た
越
谷
も
、
人
口
の
激
増
に
比
例
し
て
竹
林

や
自
然
林
、
農
地
が
激
減
し
て
し
ま
い
、
河
川
の

畔
や
寺
社
以
外
、
現
在
め
ぼ
し
い
緑
地
は
埼
玉
鴨

場
、
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ

ン
野
鳥
の
森
な
ど
数
え
る
ほ
ど
で
す
。

　

人
工
公
園
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
が
多

く
、
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
し
光
合
成
に
よ
っ
て
酸
素
を
供

給
し
て
く
れ
る
本
来
の
樹
木
の
役
割
を
担
う
に
は

力
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
い
て
あ
げ
れ
ば
、

市
の
中
央
を
流
れ
る
元
荒
川
を
は
じ
め
四
つ
の
河

川
と
河
川
敷
周
辺
の
緑
が
、
越
谷
市
の
自
然
環
境

を
支
え
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

さ
て
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
広
範
多
岐
に
わ

た
り
、
と
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
の
で
他
の

機
会
に
譲
り
、
世
界
的
規
模
で
地
球
温
暖
化
防
止
、

自
然
再
生
が
急
務
と
な
っ
て
す
で
に
十
数
年
の
今

日
。
越
谷
市
の
、
小
さ
い
な
が
ら
自
然
再
生
に
連

な
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

越
谷
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
「
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物

園
」
が
あ
り
ま
す
。
越
谷
市
民
に
ぜ
ひ
、
そ
の
貴

重
さ
と
存
在
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

と
取
り
上
げ
ま
す
。

①
開
設
ま
で
の
歴
史
＝
１
８
９
８
年
（
鉄
道

開
通
の
一
年
前
）「
松
花
園
」
と
し
て
開
設
。

有
瀧
龍
雄
氏
に
よ
り
１
９
２
７
年
（
昭
和

３
）
に
ア
リ
タ
キ
ア
ー
ボ
レ
ー
タ
ム
」
と
命

名
。
国
内
外
か
ら
暖
温
性
の
種
苗
を
集
め
て

（
そ
の
業
績
を
文
部
省
＝
当
時
＝
も
指
定
）、

１
９
６
９
年
、（
昭
和
４４
）
か
ら
一
般
に
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

②
貴
重
な
樹
木
園
＝
有
瀧
氏
の
死
去
後
に
越
谷

市
へ
寄
贈
さ
れ
た
当
園
は
、
一
時
荒
れ
放
題

で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
埼
玉
県
東
部

自
然
観
察
会
）
の
５
年
余
に
わ
た
る
尽
力
で

蘇
り
、
２
０
１
０
年
10
月
に
植
物
園
と
し
て

公
開
さ
れ
た
。
埼
玉
県
で
唯
一
「
植
物
園
」

と
命
名
さ
れ
た
自
然
保
全
・
文
化
施
設
で
す
。

　

当
園
は
、
越
谷
市
が
他
に
誇
れ
る
貴
重
な
存

在
で
す
。
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
管

理
・
運
営
に
一
層
の
努
力
を
注
い
で
ほ
し
い
も

の
で
す
。

松
田　

好
行
さ
ん

埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
―
Ｊ
自
然
観
察
指
導
員

埼
玉
県
東
部
自
然
観
察
会
会
長

越
谷
市
環
境
市
民
会
議
副
会
長

コ
ラ
ム

の

市
民
活
動
　 

種

活動分野
漓保健･医療･福祉　滷社会教育
澆まちづくり　潺観光
潸農村・漁村・中山間
澁学術・文化・芸術･スポーツ
澀環境保全　潯災害救助
潛地域安全　濳人権擁護・平和推進
潭国際協力　澂男女共同参画
潼子どもの健全育成　潘情報化社会
澎科学技術　澑経済活動
濂職業能力･雇用機会
潦消費者保護　澳その他ＮＰＯ支援
澣都道府県等の条例で定める活動
澡自治会　澤コミュニティ推進

粃 越谷カウンセリング研究会 滷
カウンセリングとは？自己を知る。受容、共感とは？を学習します。

粳 市民活動おうえん隊 糂 玄米くらぶ 澁潼
笑顔になるから元気になるのです。玄米くらぶ。

こしがや観光ハイキング同好会 潺澁
観光と散策を楽しみながら、同好の参加者との親睦を深めています。

粤 考究塾 滷澁澀潯濳
潭社会・歴史・文化への理解を深め、震災後の社会ですべき事を考えています。

No.&団体名 活動分野
No.連絡先、コメント

粱 虹彩の会 漓
育てにくさ（発達障がい）をもつ子どものこと、話してみませんか？

糒 おひさま発電こしがやプロジェクト 滷澆澀潼
コンセントの向こう側に子どもたちの笑顔をみんなでつくりたい。

ネパールと結ぶ会 潺潼
手作りの旅と学童支援。ネパール写真展9月19日～21日サンシティ越谷。

籖 学校の夢を語る会 潼
市内の若い先生方を中心にこれからの教育について語り合います。

粢 ＮＰＯ法人　キャラマル村 澆潼澤
子ども達とファミリーのコミュニケーションを推進します。

粹 コシクラ
越谷で生まれ育った人と越谷に移り住んだ人々との交流・意見交換をしています。

糢 世田谷ＫＥＹ倶楽部　越谷支部 澁潼澤
日常に取り入れられる講座・セミナーを企画・開催しています。

越谷写友会 澁
越谷最古の写真団体。現像・焼き付けの指導、デジタル写真教室など開催。

籬 特定非営利活動法人　総合福祉センターＴａｋｅ 漓濳潼
HP  http://www.Take.or.jp

粡 特定非営利活動法人　越谷らるご 潼
不登校の子どもに寄り添い、子どもやその家族の支援活動をしています。

糀 さようなら原発越谷連絡会 澀潛濳
問合せ966-0460飛山。第三金曜日夕方市役所横中土手で集会。

糯 平和・民主・革新の日本をめざす越谷の会 漓澆濳澂
平和で暮らしが豊かになる日本、川と緑と太陽を大切にする越谷を！

ロジカデザイン・NPOサポート事業部 澳
広報相談・・・チラシなどをもっと効果的に！プロの視点でアドバイス。

粐 越谷市住まい・まちづくり協議会 澆澑澳
HP  http://www.koshi-machi.com/

粲 埼玉政経セミナー 漓滷澆潺澀潛
濳澂潼潘澎澑
澡澤自立した協働のまちづくりを参加者と共に積み上げています。

糘 協働のまちづくり市民委員会 澆澂潼澳
頑張る人をつなぎ、ささえて市民自治のまちづくりを応援します。

埼玉親の会「麦」 潼
発達障害児者の親の会です。ホームページをご覧ください。

籤 特定非営利活動法人　介護サポート悠遊越谷 漓澆潛潼潘
澡澤住み慣れた地域で暮らせるため、共に助け合いながら活動しませんか。

粭 もちもた会 粮 特定非営利活動法人　女性のスペース「結」 澂潼
女性のための電話・面接・グループ相談を行っています。

糜 越谷走友会 澁
「夢」「健康」「ふれあい」をテーマに地元で走っています。

越谷アリタキ緑の会 滷澆澁澀澎
アリタキ植物園は、市民の自然の宝です。ぜひ来園してください。

籥 越谷時代まつりの会 滷澆潺澁潭
澤越谷の活性化のため時代絵巻を様々な形で表現しています。会員募集中。

粫 文教大学教師の卵サークルWE 潼
越谷市内の小・中学生を相手に月に１回勉強会を開いています！

粽 越谷伝承民謡民舞保存会 澁
越谷人の様子を伝える唄、魂の担い手になりませんか？民謡披露もしています。

鬻 わっしょい 漓滷澆潺潸澁
澀潛濳潼潘澑
澤地域活性化を本気で考えています。

パーソナルサポートふりーだむ 漓澳
ヘルパー事業を行っているのでご連絡下さい。

籵 越谷社会保障推進協議会 漓澆澤
市民のいのちが守られる福祉の充実をめざしています。

粨 特定非営利活動法人　アイティ・ネット 潼潘
HP  http://www.npo-kit.net/

糅 越谷九条の会 濳
憲法九条は日本の誇り世界の宝。連絡先電話964-7511石河。

糲 全日本写真連盟　越谷支部 澁
会員募集・写真愛好家の皆様写真表現により共に現代を語りましょう。

動物との共生を考える市民の会 滷澆澀潯
動物に対する適正飼養の啓発。

1

2

3

4

5

6

7

8

　

越
谷
市
の
鎮
守
の
杜
・
久
伊
豆
神

社
の
参
道
沿
い
に
広
が
る
「
越
谷
ア

リ
タ
キ
植
物
園
」
は
、
世
界
各
国
の

希
少
植
物
群
が
緑
の
別
世
界
を
創
出

し
ま
す
。
先
人
が
残
し
た
貴
重
な
自

然
遺
産
を
、
市
民
の
手
で
守
り
育
て

よ
う
と
、
今
春
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
越
谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
木
を
揺
す
る
風
、
目

に
輝
く
花
の
色
と
甘
い
香
り
の
中

で
、
会
員
た
ち
は
汗
を
流
し
次
世
代

へ
緑
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
。

　

植
物
園
に
一
歩
足
を
入
れ
る
と
、

幹
回
り
４
・
２
メ
ー
ト
ル
の
巨
樹
︿

シ
ナ
サ
ワ
グ
ル
ミ
〉
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
腕
の
よ
う
な
幹
を
天
高

く
広
げ
“
よ
う
こ
そ
”
と
歓
迎
し

て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
約
９
０
０
０

平
方
㍍
の
園
内
に
、
約
３
０
０
種
、

１
２
０
０
本
の
樹
木
や
花
・
野
草
。

そ
し
て
小
さ
な
虫
、
お
し
ゃ
べ
り
を

す
る
野
鳥
た
ち
。
す
べ
て
の
生
命
の

煌
め
き
が
、
自
然
空
間
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

春
夏
秋
冬
、
そ
し
て
空
模
様
や
訪

れ
る
人
の
息
遣
い
な
ど
で
、
実
に

様
々
な
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
図
鑑
で
は
味
わ
う
こ
と
が

出
来
な
い
驚
き
の
連
続
な
の
で
す
。

魅
力
満
載
の
植
物
園
を
、“
緑
が
好

き
”
の
想
い
で
集
結
し
た
二
宮
龍

児
会
長
ら
７０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
。
雨
の
日
も
風
の
日
も
「
企
画
広

報
班
」「
ガ
イ
ド
班
」「
樹
木
班
」「
野

草
班
」
の
４
班
に
分
か
れ
て
活
動
を

続
け
て
い
る
の
で
す
。

企
画
広
報
班
・
ミ
ド
リ
ッ
コ
さ
ん

　

開
園
当
初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

加
わ
っ
て
い
る
企
画
広
報
班
の
通

称
“
ミ
ド
リ
ッ
コ
さ
ん
”
の
大
場
さ

ん
は
、
日
常
生
活
で
も
「
植
物
の
生

命
力
の
強
さ
や
美
し
さ
へ
の
感
動
で

い
っ
ぱ
い
」
だ
そ
う
で
す
。
家
の
近

く
の
野
原
で
、
葉
っ
ぱ
を
よ
く
観
察

す
る
と
、
陽
の
当
た
ら
な
い
葉
は
大

き
め
で
薄
い
な
ど
、
植
物
の
環
境
に

適
応
す
る
力ち

か
ら

を
知
り
ま
し
た
。「
植

物
の
世
界
は
不
思
議
と
感
動
に
あ
ふ

れ
て
い
る
」。
静
か
で
や
さ
し
い
風

情
を
ブ
ロ
グ
「
ア
リ
タ
キ
植
物
園
へ

の
お
誘
い
・
ミ
ド
リ
ッ
コ
さ
ん
」
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
班
・
四
季
折
々
の
感
動

　

ガ
イ
ド
班
の
幾
野
さ
ん
、
米
田
さ

ん
は
、
あ
る
日
、
見
上
げ
る
ほ
ど
の
背

の
高
い
樹
木
の
根
っ
こ
で
、
ミ
ミ
ズ
が

土
を
ふ
か
ふ
か
に
耕
し
、
木
や
野
草
を

す
く
す
く
と
育
つ
環
境
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
光
景
を
見
ま
し
た
。
野
鳥

も
様
々
な
種
を
運
び
、
豊
か
な
緑
を
演

出
し
て
い
ま
す
。
春
の
新
緑
、
秋
の
紅

葉
な
ど
四
季
折
々
の
風
景
や
植
物
の

香
り
、
手
ざ
わ
り
…
。
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
植
物
物
語
に
、
日
々
新
た
な

感
動
の
連
続
で
す
。
小
学
生
に
も
日
々

記
録
し
た
〈
ツ
リ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ラ

リ
ー
〉
を
手
に
、
分
か
り
易
く
説
明
し

て
い
ま
す
。「
新
鮮
な
驚
き
、
新
た
な

発
見
を
ナ
マ
で
市
民
に
」
が
モ
ッ
ト
ー

な
の
で
す
。

樹
木
班
・
デ
ー
タ
で
集
中
監
視

　

樹
木
班
の
茂も

櫛ぐ
し

さ
ん
は
、
毎
日
、

絶
滅
危
惧
種
の
樹
木
な
ど
を
見
て
回

り
ま
す
。「
専
門
的
な
知
識
は
な
く

と
も
、
倒
れ
て
い
る
木
を
起
こ
す
こ

と
ぐ
ら
い
は
出
来
る
」
と
、
そ
の
記

録
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
そ
の
後

の
専
門
家
と
の
補
修
な
ど
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

野
草
班
・
植
物
の
神
秘
に
興
奮

　
「
そ
の
場
所
を
好
ん
で
出
て
き
た

野
草
は
、
毎
年
出
て
き
た
り
出
な

か
っ
た
り
で
、
そ
れ
が
本
当
は
嬉
し

か
っ
た
り
悲
し
か
っ
た
り
。
そ
ん
な

植
物
の
神
秘
に
触
れ
る
の
も
楽
し
い

も
の
な
ん
で
す
」
と
、
西
尾
さ
ん
。

そ
の
植
物
の
力
強
さ
と
優
美
を
追
い

求
め
る
姿
に
、
ス
タ
ッ
フ
は
「
熱
い

女ひ

性と

な
ん
で
す
！
」。

植
物
園
に
夢
を
求
め
て

　

開
園
以
来
、
植
物
た
ち
の
写
真
を

撮
り
続
け
る
高
関
義
博
さ
ん
の
独
り

言
。「
み
ど
り
滴
る
雨
の
日
も
静
か

に
ボ
ー
っ
と
心
地
よ
く
、
神
秘
的
な

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
で
、
求
め
て

い
た
物
に
出
会
え
た
ら
大
き
く
心
に

残
る
で
し
ょ
う
」。
越
谷
ア
リ
タ
キ

緑
の
会
の
裏
方
と
し
て
走
り
回
る
向

笠
肇
さ
ん
は
「
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、

い
つ
も
『
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
ほ

し
い
』
と
の
想
い
で
、
連
携
の
力
を

大
き
く
拡
げ
て
い
る
の
で
す
」。

　

雨
の
日
の
草
む
し
り
、
そ
の
一
滴

の
し
ず
く
が
、
や
が
て
大
き
な
杜
と
な

る
日
を
、
み
ん
な
が
信
じ
て
い
ま
す
。

　

５
月
後
半
で
少
し
ず
つ
雑
草
や

芝
が
伸
び
始
め
、
日
差
し
の
強
い
中

で
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
湖
畔
を
約
２０
名
の

方
々
が
草
刈
り
機
や
鎌
を
使
用
し
丹

精
込
め
て
除
草
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
２
時
間
ほ
ど
で
一
角
が
き
れ
い

に
な
り
テ
キ
パ
キ
し
た
と
作
業
に
今

ま
で
の
知
識
と
経
験
を
感
じ
ま
し
た
。

「
何
か
を
し
て
あ
げ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
、
皆
で
一
緒
に
楽
し
ん
で
や
っ

て
る
よ
」
そ
れ
と
「
子
供
た
ち
に
良

い
環
境
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と
軽

快
に
笑
顔
で
草
や
ゴ
ミ
を
持
ち
上
げ

る
姿
は
、
ま
る
で
子
供
と
遊
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。
こ
の
活
動
は
自
分

の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
、
生
活
が
規

則
正
し
く
な
る
し
、
外
で
作
業
を
す

る
の
で
健
康
の
た
め
に
も
よ
い
そ
う

で
す
。
そ
う
い
い
な
が
ら
も
、
芝
を

見
つ
め
る
時
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に

“
志
”
を
感
じ
、
組
織
の
在
り
方
に
興

味
が
わ
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
活
動
は
、
違
反
広
告
物

の
除
去
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
・

吸
殻
・
空
缶
等
の
収
集
、
公
園
の
遊
具
・

施
設
を
含
む
利
用
環
境
の
安
全
調
査
、

児
童
登
下
校
時
の
安
全
・
防
犯
活
動
、

振
込
め
詐
欺
防
止
活
動
と
多
様
で
、

こ
れ
だ
け
の
活
動
を
支
え
て
い
る
秘

訣
は
４
班
で
構
成
さ
れ
た
班
ご
と
の

自
立
し
た
ス
タ
イ
ル
と
個
人
を
尊
重

し
た
多
様
性
に
あ
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
出
来
る
活
動
を

先
ず
、
実
践
！
遂
行
！

　

こ
れ
だ
け
の
活
動
が
あ
っ
て
も
最

初
は
５
人
の
有
志
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
は
42
名
の
会
員
に
よ
っ
て

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に

至
る
ま
で
に
相
当
の
苦
労
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
、
経
緯
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

北
山
さ
ん
「
私
た
ち
は
自
然
と
環
境

を
守
り
な
が
ら
、
安
全
で
住
み
良
い

街
に
寄
与
す
る
た
め
に
法
人
化
し
活

動
を
し
て
い
ま
す
」

木
村
さ
ん
「
初
め
は
子
ど
も
た
ち
に

違
反
広
告
を
見
せ
た
く
な
い
。
そ
し

て
、
越
谷
市
の
未
来
を
自
分
た
ち
で

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
胸

に
立
ち
上
が
り
、
１
９
９
７
年
に
団

体
を
設
立
し
ま
し
た
」「
１７
年
間
も
活

動
を
維
持
発
展
出
来
て
い
る
秘
訣
は
、

み
ん
な
で
決
め
て
、
自
分
で
出
来
る

こ
と
を
自
発
的
に
担
っ
て
い
く
ス
タ

イ
ル
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

北
山
さ
ん
「
み
ん
な
予
定
が
あ
っ
た
り

忙
し
い
時
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

先
ず
尊
重
し
て
出
来
る
こ
と
を
出
来

る
と
き
に
担
わ
な
い
と
難
し
い
で
す

よ
。
そ
れ
と
志
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
営

利
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
逆
に
崩

れ
る
と
思
う
ん
で
す
」

木
村
さ
ん
「
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
越
谷
市
の
た
め
、
こ
れ
は
全
員
の

共
通
項
で
す
。
誰
も
自
分
の
た
め
に

や
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
お
金
の
面

で
は
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
初
め
は
全
部
実
費
で
会
費
を
頂
い

て
い
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
だ
け
皆
で

頑
張
っ
て
い
る
の
で
出
来
る
限
り
実

費
負
担
を
抑
え
て
い
き
た
い
と
努
力

し
、
何
と
か
今
は
会
費
な
し
で
会
を

維
持
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
」「
今

後
を
考
え
る
と
、
う
ま
く
活
動
と
資

金
を
結
び
付
け
て
行
っ
て
欲
し
い
と

思
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
出
来
る

除
草
作
業
な
ど
は
市
民
に
任
せ
て
く

れ
れ
ば
い
い
。
お
金
の
使
い
方
を
変

え
て
い
け
ば
も
っ
と
越
谷
市
は
活
性

化
す
る
よ
」

“
光こ
う

”
齢れ
い

者し
ゃ

が
担
う 

未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り

　

活
動
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
高
揚
感

が
無
く
な
ら
ず
、“
光こ

う

”
齢れ

い

者し
ゃ

が
燦
々

と
輝
い
て
い
た
。
超
高
齢
化
が
猛
ス

ピ
ー
ド
で
進
む
越
谷
市
だ
が
代
表

の
話
を
聞
い
て
い
る
と
高
齢
化
？
に

対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
ま
し

た
。
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
目

標
設
定
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
て
、

参
加
す
る
事
の
意
義
が
伝
わ
り
易
い

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
が
会
員
か
ら
も
あ
ふ
れ
て
く
る

の
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
安
全
・
安
心

を
支
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
だ
ろ

う
。
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、
学
校
、

行
政
と
連
携
を
図
り
、
多
様
な
担
い

手
が
責
任
を
分
か
ち
合
う
プ
ロ
セ
ス

（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）
を
進
め
る

力
を
実
感
し
ま
し
た
。
安
全
・
安
心

は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
み

ん
な
で
作
り
上
げ
る
か
ら
こ
そ
、
本

当
の
安
全
・
安
心
に
変
わ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

連絡先
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
）

越
谷
市
公
園
緑
地
課

電 

話
：
０
４
８
・
９
６
３
・
９
２
２
５

　

訪
れ
る
方
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
植
物
や
自
然
に
対
す
る
教
育
の
場

と
し
て
向
上
に
努
め
連
携
の
力
を
大
き

く
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
１０
月
５
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
展

示
室
に
も
夢
も
大
き
く
広
が
り
つ
づ
け

ま
す
。

ブ
ロ
グ

ア
リ
タ
キ
植
物
園
へ
の
お
誘
い

ミ
ド
リ
ッ
コ
さ
ん

http
://m

id
orikko.b

log.so-net.
ne.jp/

北山隆司理事木村謙一代表

連絡先
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
こ
し
が
や

住
所
：
越
谷
市
大
房
７
４
０
︱
３
７

電
話
：
０
４
８・９
７
８・２
０
６
４（
北
山
）

レイクタウン湖畔での除草作業

違反広告物の除去

振込め詐欺防止

小学生に緑の大切さを授業

緑のために、活発な意見が飛び交う

二宮龍児会長

ガイド班
米田芳彦さん

樹木班
茂櫛孝蔵さん

野草班
西尾広美さん

ガイド班
幾野貴洋子さん

「登録団体のご紹介」
平成26年6月15日現在

緑
の
遺
産
を
次
世
代
へ

越
谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会

安
全
・
安
心
、さ
わ
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
こ
し
が
や

特集自然を慈しむ市民ボランティア
～歴史のまち、新しいまちに～

　神社や寺院と静かな木立、県内でも珍しい市中心部の市立植物園に日ごと市民ボランティアが集い、大切な緑
を子どもたちにつなごうと汗を流す。越谷レイクタウンにも、水辺のほとりの草をむしり、ゴミを拾う地道な活動
を続けるボランティア団体がいます。自然の危機が叫ばれ久しいが、どっこい、越谷には小さな力を寄せ合う多く
の市民が健在なのです。

こんな巨木が植物園のあちこちに！
子どもたちも緑の迫力に目をシロクロです。
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◆
創
刊
号
か
ら
１
面
用
の
写
真
撮

影
を
越
谷
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
依
頼
さ
れ
て
以
来
、
写
真
撮
影

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
な
な
サ
ポ
V
o
l
.
6
」

よ
り
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
参

加
、
編
集
企
画
か
ら
関
わ
る
こ
と
と

な
り
、
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
取
材
や
、
大
雨
の
中
で
「
ア
リ

タ
キ
植
物
園
」
に
同
行
取
材
し
ま
し

た
。
雨
に
も
関
わ
ら
ず
愛
情
を
持
っ

て
雑
草
を
採
り
、
草
木
を
愛
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
係
員
に
感
動
。
自
分

自
身
も
市
民
活
動
に
、
も
っ
と
真
剣

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
、
と
思
い
ま

し
た
。�

（
福
嶌
）

◆
ク
ー
ル
ビ
ズ
へ
の
衣
替
え
の
頃
、

越
谷
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
ビ
ル
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
や
文
化
を
超

え
た
交
流
の
場
と
し
て
、
時
代
の

象
徴
で
あ
る
駅
前
に
、
高
揚
感
と

共
に
新
し
い
時
代
が
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
事
を
成
し

遂
げ
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
苦
労

が
あ
っ
た
の
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
開
催
で
き
た
の
は
多
文

化
共
生
へ
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

環
境
も
歴
史
も
私
た
ち
の
日
々

の
積
み
重
ね
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。

皆
様
も
強
い
思
い
と
一
緒
に
越
谷

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。�

（
岡
田
）

　
本
紙
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
登
録
団
体
に
撮
影
・
執
筆
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、編
集
・
発
行
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

配
布
先
施
設
名
　
北
部
出
張
所
／
南
部
出
張

所
／
産
業
支
援
課
／
中
央
市
民
会
館
／
北
部

市
民
会
館
／
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー
ル

／
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー(

ほ
っ
と

越
谷
）
／
千
間
台
記
念
会
館
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
／
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

／
各
交
流
館
／
埼
玉
県
内
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
／
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
中
央
図
書
室
　
ほ
か
（
順
不
同
）

「
な
な
サ
ポ
」
の

主
な
配
布
先
の
ご
案
内

　

施
設
・
事
務
所
に
「
な
な
サ
ポ
」
を

置
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
…
。

　

年
３
回
発
行
、
本
紙
・
送
料
は
無

料
で
す
。
配
布
に
ご
協
力
頂
け
る
方

は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
４
８
ー
９
６
９
ー
２
７
５
０

配
布
協
力
場
所

　

   

募
集
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

歴
史
あ
る
、緑
か
が
や
く
越
谷

観
光
情
報

物
産

　
登
録
団
体
会
員
で
、
機
関
紙
編
集
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
、 

編
集
委
員
と
し
て
「
な
な

サ
ポ
」
発
行
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　

　
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
待
っ
て
い
ま
す
。

経
験
は
不
問
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

随

時

募

集

！！

編
集
委
員
募
集
し
て
ま
す

　

味
覚
が
与
え
て
く
れ
る 

　

安
ら
ぎ
の
観
光
農
園

　

松
伏
町
と
の
境
目
近
く
に
あ
る
榎
本

巨
峰
園
は
、
Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
か
ら
バ
ス

で
20
分
と
好
立
地
で
観
光
農
園
開
業
か

ら
40
年
と
情
緒
あ
ふ
れ
る
園
に
は
魅
力

が
満
載
で
す
。
樹
齢
20
年
の
樹
に
実
っ

た
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
果
実
が
、
皆
さ

ま
の
口
に
入
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。

　

大
木
か
ら
こ
ぼ
れ
た
光
が
照
ら
す
庭

を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
自
分
の

欲
し
い
ブ
ド
ウ
を
選
ぶ
空
間
は
、
越
谷

の
隠
れ
家
的
森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
す
。
自

分
で
摘
み
取
っ
た
巨
峰
は
香
り
も
甘
さ

も
絶
品
！
足
を
運
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
醍

醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

顔
の
見
え
る
関
係
を 

　

味
覚
で
作
る

　

美
味
し
さ
と
楽
し
さ
を
共
有
す
る

園
を
切
り
盛
り
す
る
、
榎
本
さ
ん
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
顔
の
見
え
る
生

産
者
（
関
係
）
の
本
当
の
意
味
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。「
写
真
だ
け
い
く

ら
載
せ
た
っ
て
駄
目
だ
よ
、
生
産
者

の
事
は
作
物
を
食
べ
て
初
め
て
わ
か

る
ん
だ
。
た
だ
食
べ
て
み
れ
ば
い
い

ん
だ
よ
、
顔
も
分
か
る
か
ら
」。

　

思
い
を
込
め
た
作
物
に
は
フ
ェ
イ

ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
以
上
の
“
つ
な
が

り
”
や
“
絆
”
が
あ
る
、
そ
う
確
信

で
き
る
一
言
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の

想
い
の
詰
ま
っ
た
巨
峰
は
、
一
粒
一

粒
が
越
谷
の
宝
石
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

　

支
え
る
人
た
ち

　

観
光
農
園
の
運
営
に
は
少
人
数
な
が

ら
、た
く
さ
ん
の
仕
事
が
存
在
し
、家
族

だ
け
で
切
り
盛
り
し
て
い
く
事
の
難
し

さ
や
担
い
手
不
足
が
あ
る
。そ
の
解
決
策

と
し
て
榎
本
巨
峰
園
で
は
、い
ち
ご
工
房

木
村
屋
と
手
を
つ
な
ぎ
、最
盛
期
の
違
い

を
利
用
し
て
一
年
を
通
し
た
農
業
の
支

え
合
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。担
い
手
不

足
を
抱
え
る
農
業
者
に
と
っ
て
目
か
ら

ウ
ロ
コ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
だ
け
で
な
く
、
観
光
農
園
を
通

じ
て
越
谷
市
の
活
性
化
を
し
た
い
と
語

る
熱
い
思
い
に
触
れ
な
が
ら
、
家
族
一

緒
に
都
会
の
オ
ア
シ
ス
を
満
喫
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

団
体
代
表
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト

【
ア
ク
セ
ス
】
▽
南
越
谷
駅
南
口
よ
り

「
松
伏
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
行
バ
ス　

上
二

区
停
留
所
下
車
０
分

【
駐
車
場
】
15
台

【
申
込
方
法
】２０
名
以
上
の
場
合
は
、要

事
前
電
話
連
絡

【
ぶ
ど
う
狩
り
】８
月
２０
日
～
９
月
下
旬

頃
の
（
土
）・（
日
）の
み
、９
時
～
１８
時

【
料
金
】摘
み
取
っ
た
分
だ
け
清
算�

　
　
　
（
１
ｋｇ
１
５
０
０
円
）�

※
ぶ
ど
う
狩
り
は
巨
峰
の
み

【
問
合
せ
先
】�

▽
越
谷
市
増
林
３
８
９
０-

１�

☎
０
４
８（
９
６
３
）０
４
３
７

問い合わせ先

写真提供：
越谷市産業支援課

この先20m入口

市
民
活
動
つ
な
げ
る
会
・
越
谷

市
内
の
市
民
活
動
団
体
の
連
合
組
織
で
す
。「
協
働
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
、「
市
民
の

知
恵
袋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
市
民
活
動
団
体
の
協
力
の
下
で
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
団
体
の
ご
参
加
を
！�

（
代
表
・
松
原
さ
ん
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ン
ク
越
谷

親
子
講
座
や
遊
び
の
体
験
の
中
か
ら
、
さ
さ
い
な
気
持
ち
の
変
化
と
、
学
び
合
い
。

繋
が
り
合
う
関
係
づ
く
り
を
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲

間
を
募
集
中
！�

（
代
表
・
出
村
さ
ん
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
オ

保
育
を
は
じ
め
親
子
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
多
様
な
子
育
て
支
援
を
展
開
中
。
30
代

～
70
代
ま
で
個
性
を
活
か
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

�

（
代
表
・
近
澤
さ
ん
）

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
こ
し
が
や
絵
本
館
」

街
か
ど
の
ミ
ニ
図
書
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
交
流
し
た
り
、
く
つ
ろ
ぎ
を
ど
う
ぞ
。
ご
活
用
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

�

（
代
表
・
植
田
さ
ん
）

越
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

当
団
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
集
合
体
で
す
。研
修
会
や
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
な
ど
を

開
催
し
会
員
同
士
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

（
代
表
・
新
美
さ
ん
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
越
谷

「
子
ど
も
の
防
犯
出
前
教
室
」や「
介
護
者
サ
ロ
ン
」「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
相
談
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
に
必
要
な
相
談
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
専
務
理
事
・
村
田
さ
ん
）

交番

Aシティ

駐輪場入口

駐車場
出口
駐車場
出口

駐車場
出口
駐車場
出口

Bシティ

越 谷 駅
東口

北千住→←春日部 北千住→←春日部

駅前交通広場

越谷市市民活動支援センター利用案内とアクセスマップ

東武スカイツリーライン越谷駅下車東口徒歩1分

平
成
２４
年
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
公
益
活
動
を

す
る
市
民
や
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
で
す

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

越谷市市民活動支援センター 検 検 

駐車場：東口駐車場（有料）・駐輪場：Aシティ地下（2時間迄無料）

〒343ｰ0816　埼玉県越谷市弥生町16ｰ1
越谷ツインシティBシティ4階、5階
市民活動支援センター TEL.０４８ー９６９ー２７５０ FAX.０４８ー９６９ー２７５１
観光・物産情報コーナー TEL.０４８ー９６９ー１８１９ FAX.０４８ー９６９ー２７５２
中 央 図 書 室 TEL.０４８ー９６９ー１８００
info＠koshigaya-activity-support.info
http://koshigaya-activity-support.info/
市民活動支援センター 午前９時～午後９時３０分
観光・物産情報コーナー 午前９時～午後９時３０分
中 央 図 書 室 午前９時３０分～午後９時３０分
市民活動支援センター １２月２９日～３１日、１月１日～３日
観光・物産情報コーナー １２月２９日～３１日、１月１日～３日
中 央 図 書 室 １２月２９日～３１日、１月１日～４日
※蔵書点検日、休室日別途あります。

所 在 地

電 話

E -ma i l
H P
利用時間

休 所 日

4・5階
市民活動
支援センター

越谷市市民活動支援センター人材バンク
　市民の市民活動への参加と協働によるまちづくりの推進を図
ることを目的に人材バンクの情報冊子「手と手をつなぐ情報ガ
イド」を作成します。市民活動のための豊かな知識や経験を有
している方、是非ご登録ください。

■登録の要件
①個人は、越谷市市民活動支援センター（以下「支援センター」という。）の登録
団体に加入している方、または、越谷市に在住・在学・在勤している18歳以上
の方であること。

②団体は、支援センターの登録団体であること。
③市民の市民活動への参加の促進と協働のまちづくりの推進のために、自ら
の知識や経験等を活かすことを希望すること。

④政治活動、宗教活動、または営利を目的とした活動を行うものではないこと。
⑤団体においては、団体の会員募集や事業の宣伝・集客のみを行う場としない
こと。

求む！！あなたのきらりと輝く知識と経験

登 録 者 募 集

※詳しくは支援センターホームページ
　または窓口までお問合せください。


